（別記様式1）
異常家畜の届出を受けた際の報告
　　　　　大阪府家畜保健衛生所
１．届出受理年月日時間： 　　　年　 月 　日　 時　 分
２．届出者　
住 所： 　　　　　　　　　　　　　　（職業：　　　　　　　　　　 ）
氏 名： 　　　　　　　　　　　　　　（電話番号： 　　　　　　　　）
　
３．異常家畜の所在
住 所： 　　　　　　　　　　　　　　（電話番号：　　　　　　　　 ）
所有者氏名：
４．届出事項
（乳用牛、肉用牛、豚等の畜種別、繁殖、育成又は肥育等の用途別に聴き取ること。）
飼養頭数：
うち異常頭数：
５．おおまかな症状、病歴及び診療履歴等：
６．既に講じた措置：
７．その他関連事項（疫学情報、個体識別番号等）：
８．届出者への指示事項：
９．届出受理者氏名：
１０．処置
（１）報告（時間）
所長： 　　　　　　　　　　　　動物愛護畜産課：
（２）現地調査
派遣者氏名： 　　　　　　　　　　
出発時間：　　　　　　
到着予定時間：

（別記様式２）
病 性 鑑 定 依 頼 書
平成　年　月　日
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
動物衛生研究所長 様
大阪府家畜保健衛生所長　
下記のとおり病性鑑定を依頼します。
記
１　動物種（品種、性別、個体識別番号等を含む。）
２　鑑定材料（種類及び数量を含む。）
３　鑑定目的
口蹄疫の診断
４　発生状況
別添のとおり（別記様式３を添付）
５　連絡先
６　その他特記事項
（別記様式３）
異常家畜が所在する農場等に関する疫学情報（現地調査票）
　　　大阪府家畜保健衛生所
担当：　　　　　　　
１．現地調査　　日時：　　 年　　 月 　　日 　　時 　　分
２．家畜所有者　
住 所：
畜舎の所在場所（家畜所有者の住所と異なる場合）：
氏 名： 
３．農場従業員数及び農場管理責任者名：
４．家畜種及び飼養形態： 

５．飼養頭数：
６．病畜頭数：
７．症状、病変及び病歴（経時的に詳細に記載）：
８．病性鑑定材料（部位、検体数及び保管方法）： 

９．当面の措置状況（検体送付後の措置等）：
１０．過去２１日間に当該農場に出入りした家畜の履歴： 

１１．過去２１日間に出入りした人・車両の履歴及びそれらの巡回範囲
（１）人（獣医師、人工授精師及び削蹄師）：
（２）車両（家畜運搬車両、集乳車、飼料運搬車両、死亡畜回収車両及びたい肥運搬車両）：
１２．たい肥の出荷先：
１３．その他参考となる事項（周辺農場の戸数（１０ｋｍ、２０ｋｍ）、周辺農場の家畜の様子等）：
（別記様式４）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　日　時
大阪府口蹄疫防疫対策本部
口蹄疫の（疑似）患畜の確認について
	・本日、家畜伝染病である「口蹄疫」の（疑似）患畜が府内で確認されました。
・当該農場は、感染が疑われるとの報告があった時点から飼養牛（豚、めん羊、山羊等）の移動を自粛しています。なお、口蹄疫は、牛、豚等の偶蹄類動物の病気であり、人に感染することはありません。
・現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれもあること、農家の方のプライバシーを侵害しかねないことから、現に慎むようお願いします。


１　農場の概要
所在地：大阪府○○市○○
飼養状況：○○牛（豚、めん羊、山羊等） 飼養頭数○○頭
２　経過
（１）○○月○○日、○○から○○である旨、大阪府家畜保健衛生所に通報がありました。
（２）同日、大阪府家畜保健衛生所の家畜防疫員が現地調査を行うとともに、独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所に病性鑑定材料を送付しました。
（３）同研究所による○○検査及び○○検査で陽性となったことから、口蹄疫の（疑似）患畜と判定しました。
３　今後の対応
大阪府は、本日の大阪府口蹄疫防疫対策本部会議で決定したとおり、以下の対応方針に基づき、初動防疫を開始します。
（１）「口蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫指針」（平成23年10月１日農林水産大臣公表）に基づき、当該農場の飼養家畜のと殺及び埋却、移動制限区域の設定等の必要な防疫措置を迅速かつ的確に実施。
（２）移動制限区域内の農場について、速やかに発生状況確認検査を実施。
（３）感染拡大防止のため、発生農場周辺の消毒を強化し、主要道に消毒ポイントを設置。
（４）大阪府○○農と緑の総合事務所、大阪府庁及び農林水産省にそれぞれ口蹄疫防疫対策本部を設置。
（５）国、市町村、関係団体等と十分に連携を図りつつ、防疫措置を実施し、生産者、消費者、流通業者等への正確な情報の提供に努めます。
４ その他
（１）口蹄疫は、牛、豚等の偶蹄類の病気であり、人に感染することはありません。また、感染牛の乳・肉が市場に出回ることはありませんが、仮に感染牛の乳肉を摂取しても人体に影響はありません。
（２）現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれもあること、農家の方のプライバシーを侵害しかねないことから、厳に慎むよう御協力をお願いいたします。
（３）今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、生産者等の関係者や消費者が根拠のない噂などにより混乱することがないよう、御力をお願いします。

（参考）
口蹄疫とは
１　原因（病原体）
口蹄疫ウィルス(Picornaviridae Aphthovirs)
２　感受性動物
牛、水牛、めん羊、山羊、豚、しか、いのしし
３　症状
突然４０～４１℃の発熱、元気消失に陥ると同時に多量の流涎（よだれ）がみられ、口、蹄、乳頭等に水泡やびらんを形成し、食欲不振、跛行（足をひきずる）を呈する。
乳牛では泌乳停止。
４　潜伏期間
牛では通常２～８日（１～２１日の範囲）
豚では通常２～１０日（１～２１日の範囲）
５　伝播様式
感染動物との接触（飛沫感染）、感染動物の生産物、汚染物品等により伝播
６　発生状況
(1) 国内
１９０８年（明治４１年） 東京、神奈川、兵庫、新潟 ５２２頭
２０００年（平成１２年） 宮崎、北海道、４戸患畜・疑似患畜７４０頭
２０１０年（平成２２年） 宮崎県 ２９２戸患畜・疑似患畜２１１，６０８頭
(2) 外国
アジア、アフリカ、中南米、ヨーロッパ他
７　診断法
(1) 水疱材料等からのウィルス分離、ウィルス抗原の検出を行う。
(2) 臨床検査とあわせて、血清学的検査により抗体の確認を行う。
８　予防法
常在地等を除き発症牛の淘汰による清浄化を推進するとともに、緊急接種用の不活化ワクチンを備蓄。我が国では厳重な検疫を実施（発生国からの畜産物等の輸入禁止措置等）。
９　治療法
(1) なし
(2) 発生した場合は、家畜伝染病予防法に基づき、まん延防止のためと殺が義務付けられている。
（別記様式５）
と 殺 指 示 書
番 号
年 月 日
　　　　　様
大阪府家畜保健衛生所
（大阪府口蹄疫現地防疫対策本部）
家畜防疫員 　　　　　㊞ 
あなたが所有する（管理する）次の家畜は、口蹄疫の患畜（疑似患畜）と決定されたので、家畜伝染病予防法（昭和２６年法律第１６６号）第１６ 条第１項の規定に基づき、下記によりと殺することを指示する。
家畜の所在する場所
家畜の種類、頭数及び耳標番号
記
１．と殺を行う場所
２．と殺の方法
３．その他
備 考
１．この指示については、行政不服審査法（昭和37 年法律第160 号）による不服申立てをすることはできません。
２．この指示に違反した場合は、3 年以下の懲役又は100 万円以下の罰金に処せられます。
３．この指示によりと殺された家畜については家畜伝染病予防法第58 条第1項及び第2項の規定により手当金及び特別手当金が交付されます。
ただし、本病の発生を予防し、又はまん延を防止するために必要な措置を講じなかったと認められる者等に対しては、手当金若しくは特別手当金の全部若しくは一部を交付せず、又は交付した手当金若しくは特別手当金の全部又は一部を返還させることがあります。
（別記様式６）
Ｎ０．　　　
	 　　　　　消　毒　済　証　　　 控
 ◆車両の種類　　１　タンクローリー　２　トラック　３　乗用車　４　その他
 ◆積載物の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◆ナンバープレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◆運転者所属氏名　　会社　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　
                    （電話　　　　　　　　　　　）
 ◆通行の目的　　１　飼料配送　　２　農場への訪問　　３　集　乳
                 ４　その他　　　　　　　　　　　　　　
 ◆車輌の通行方向　　　　　区域内　　　　区域外
   次のとおり消毒を実施しました。

	 ◆消毒実施　　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分
 ◆消毒実施場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◆消毒実施者　 　責任者　　　　　　　　　　　　
	 消毒実施印欄

	
	


Ｎ０．　　　
	           消　毒　済　証          通行者用
 ◆車両の種類　　１　タンクローリー　２　トラック　３　乗用車　４　その他
 ◆積載物の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◆ナンバープレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◆運転者所属氏名　　会社　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　
                    （電話　　　　　　　　　　　）
 ◆通行の目的　　１　飼料配送　　２　農場への訪問　　３　集　乳
                 ４　その他　　　　　　　　　　　　　　

	 ◆車輌の通行方向　　　　　区域内　　　　区域外
   次のとおり消毒を実施しました。
 ◆消毒実施　　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分
 ◆消毒実施場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◆消毒実施者　 　責任者　　　　　　　　　　　　
	 消毒実施印欄

	
	


記入の方法
１　車両の種類
該当部分に○を付けてください。
２　積載物の内容
聞き取りを行い記入してください。出来るだけ確認をお願いします。（偽って、移動が制限されている物を運搬していないかの確認のため。）
３　ナンバープレート
ナンバープレートを記入してください。
４　運転者所属氏名　
運送会社名及び電話番号、運転手氏名を聞き取り記入してください。
５　通行の目的
該当部分に○を付けてください。
６　通行の方向　　
区域内　　区域外　に　→　で記入
７　消毒実施
月日、時間を記入してください。
８　消毒実施場所
消毒実施場所を記入してください。
９　消毒実施印欄
消毒実施後に押印してください。
10　控えと通行者用どちらにも同じ内容を記載し、通行者用を渡してください。
（別記様式７）
受　領　書
年　月　日
分任物品管理官　様
大阪府知事　○○（印）
年　月　日付け農林水産省指令　　消安第　　号の口蹄疫予防液使用及び譲与指令書に基づき、下記の物品を正に受領いたしました。
記
品　　名　　口蹄疫予防液
数　　量　　型（ロット番号） 　　　本（　　　 ドーズ）
（別記様式８）
口蹄疫予防液使用報告書
年　　月　　日
農林水産省消費・安全局長　様
大阪府知事　　氏名（印）
年　月　日に譲与（貸付け）を受けた口蹄疫予防液の使用について、下記のとおり報告いたします。
記
１　受領数量　　　　　　　　　　　　　型（ロット番号）
本（ 　ドーズ）
２　使用数量　　　　　　　　　　　　　型（ロット番号）
本（　 ドーズ）
３　残数量　　　　　　　　　　　　　　型（ロット番号）
本（ 　ドーズ）
うち処分数量　　　　　　　　　　型（ロット番号）
本（ 　ドーズ）
処分理由：
４　返還数量　　　　　　　　　　　　　型（ロット番号）
本（　 ドーズ）
５　注射実施状況
	実施市町村
	実施時期
	注射頭数
	備考（注射反応、個体識別反応等）

	
	
	家畜の種類
	頭数
	

	
	　月　　日
　～
　月　　日
	乳用牛
肉用牛
豚
その他
計
	
	

	
	
	
	
	

	
	　月　　日
　～
　月　　日
	乳用牛
肉用牛
豚
その他
計
	
	


※　家畜保健衛生所において、住所、農場、使用者、接種家畜リスト（個体別番号等）等について記載した個票を備えておくこと。
※　口蹄疫予防液を処分する際には、その型、本数が分かる写真を撮り、本報告書に添付すること。
（別記様式９）
大阪府口蹄疫現地防疫対策本部開設の通知
（文例）
家畜の伝染病でもっとも恐れられる口蹄疫が発生し、府では下記のとおり現地防疫対策本部を設けました。
畜産農家や関係者の方々は、次のことに注意してください。
１　元気がなく、飼料をたべず、乳量が減り、よだれを出し、肢が痛そうな歩きかたをする牛、めん羊、山羊、豚、水牛、しか、いのししはこの病気にかかっているおそれがありますので、すぐ大阪府口蹄疫現地防疫対策本部に通報して下さい。
２　発生地域周辺は、法に基づき家畜の移動などが制限されています。主な制限内容と対象地域は次のとおりです。
移動制限地域
牛、豚、めん羊、山羊等の移動禁止
敷料、糞尿等汚染したおそれのある物の移動禁止
と畜場、家畜市場の閉鎖
人工授精の禁止
○○市、○○町・・・・・
搬出制限地域
牛、豚、めん羊、山羊等の地域外への移動禁止
と畜用以外の家畜市場の閉鎖
○○市、○○町・・・・・
３　農場への不要な人、車の出入りは避け、農場の入出場時には、靴、衣服、車の消毒　　を励行して下さい。なお、以下の地点に共同車両消毒施設を設置し、関係車両の消毒を行っています。
○○町国道○号線○○、・・・・・・
この病気は伝染がはげしいので、早く届けて処置をしないと思わぬ地域までひろがることがあります。
不審な点があれば大阪府口蹄疫現地防疫対策本部に問い合わせて下さい。
大阪府口蹄疫現地防疫対策本部
（○○農と緑の総合事務所内）
電話：　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夜間連絡も上記で受け付けます。
プレスリリース


（例）





問い合わせ先


所属：○○○○○○○


担当：


電話番号：


ＦＡＸ：









